
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木津川市立加茂小学校  令和５年１１月１６日発行 ４号 学力充実部 

家庭学習 P-up 週間が始まります。普段の子ども達の家庭学習のがんばりはいかが

でしょうか。家庭学習の目的は【基礎的・基本的な力を定着させ、発展的な力

を育むとともに、子どもたちの学習習慣を確立させること】です。 

基礎的・基本的な力の定着には繰り返しの学習が効果的であると言われています。そ

れをねらいとしているのがドリル学習であり、日常から宿題に取り組むことで学習の習

慣化を目指しています。そして、自主学習ノートで発展的な力を身に付けられるようにし

たいと考えています。 

ドリル学習や自主学習のどちらも個人によって得手不得手があります。上手に組み合

わせて力が付くように取り組めるようになってほしいと考えています。11 月 24 日まで、

お家の方もご一緒に家庭学習 P-up週間を楽しんでくださいね！ 

 ↑5年生の自主学習の一つです。家庭科の学習で学んでいる裁縫を活かして、【人形の服を製作】そ

して、作り方をまとめる。学校で勉強したことを活かせる学び方が面白いですね。学びが生きた自

主学習です。 

習ですね。 

学習と生活がリンクする 

ドリル的な自主学習や興味関心から広げる自主学習。どちらも「やってみよう」や「やってみ

たい」から始まります。ちょっとのがんばりが自分の力になっていく経験。毎回少しずつ取り組

むことができれば、続ける力や努力する事が当たり前へと変わっていきます。「ちりも積もれば

山となる」、「雨垂れ石を穿つ」です。どういう意味?意味が気になったり、使い方を知ったりし

たくなれば、聞いてみる、調べてみる。それだけで自主学習の始まりです。 

雨垂れ石を穿つの精神で続けてきた自主学習のおかげで、勉強がすきになってきたよ。（かもじろう） 

↑「もんじゃ焼き」を食べたことが自主学習の種に 

なっています。様々なことが自主学習になります。 


